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研究成果の概要（和文）：過敏性腸症候群モデルのラットに対し、プロスタグランジン受容体作動薬を投与し、
消化管機能に及ぼす影響を検討した。研究成果は、特許出願予定があるため現時点では公表しない。

研究成果の概要（英文）：We examined the effect of prostaglandin I2 on gastrointestinal function in 
irritable bowel disease by using rats. All results of this experiment will be disclosed after a 
patent application.

研究分野：消化器

キーワード： プロスタグランジン　過敏性腸症候群

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究による成果は、すべて特許出願の可能性があるため、研究成果に関与する内容は現時点では公表しない。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
過敏性腸症候群 (irritable bowel syndrome: IBS)とは、明らかな肉眼上の形態学的な変化を
伴わず、腹部不快感や排便習慣の変化を特徴とする機能異常による腸疾患である。一般人
口の IBSの有病率は、10-20%であり、生命予後には影響しないが、患者の QOL を低下さ
せる。現在、IBS に対する根本治療はなく、対症療法が治療の主体であるが難渋する事も
多い。従って IBSの詳細な病態の解明と、それに基づく新たな治療法の確立が必要である。
近年になり、内視鏡検査の普及に伴い IBS患者の直腸・結腸粘膜の組織学的異常が指摘さ
れるようになり、IBSの病態に low grade inflammationの存在が明らかとなりつつある。  
プロスタグランジン(PG)は、全身の臓器・組織に作用しホメオスタシスの維持や病態形成に
関与する一群の生理活性脂質である。種々の生理的・病的刺激に応じ膜リン脂質よりアラキド
ン酸を経て PG合成の律速酵素であるシクロオキシゲナーゼ(COX)、PG合成酵素を介して様々
な PGが産生される。その中の一つである PGI2 は、PGI2受容体である IPを介した血管拡張作
用が古くから知られており、肺動脈高血圧症や慢性閉塞性動脈硬化症など血流改善治療薬とし
て使用されてきた。しかし近年、PGI2 がマクロファージのサイトカイン産生を制御する報告等
から、炎症における PGI2の役割が注目され始めているが、IBSにおける PGI2の役割は不明であ
る。 

 
２．研究の目的 
本研究では PGI2-IP シグナルが腸管粘膜の微小炎症の鎮静化や腸内細菌叢の恒常性の維持
に関与し、そのシグナルの制御が IBSの治療へ結びつくのではないかとの仮説を立て、こ
れを検証することを目的にした。 
 
３．研究の方法 
ストレス負荷により内臓知覚過敏を生じる病態モデルのラットを作成し、IP作動薬が内臓知覚
に及ぼす影響を検討した。ラットの内臓知覚は、内臓痛覚閾値により定量化した。具体的に
は、尿道カテーテルを直腸内に留置したラットを無麻酔下にてボールマンケージ内に挿入
し、段階的にバルーン拡張を行い、伸展痛により生じる腹筋緊張を針筋電図で検出し、こ
の時の最小バルーン容量を内臓痛覚閾値とした。 
 
４．研究成果 
研究成果は、すべて特許申請内容になりうるため現時点では公開しない。 
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